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本論文は，高輝度コンプトン散乱 γ 線の発生の基礎原理の実証を目的として， レーザ一光蓄積スーパー空胴の特性，
空胴内での電子との相互作用及び大型加速器への適応性について研究結果をまとめたものである。
第 1 章は序論であり，本研究の目的，背景，意義について述べている。







































核共鳴における反応断面積は， r 線エネルギーに依存し， r 線エネルギーが 14""""16MeV, のところに集中し
ていることから， コンプトン散乱による高エネルギーで，スペクトル輝度の高い，光源が有効であることを示
し， これを用いた核変換による放射性核廃棄物の消滅処理に関する検討を行っている。
以上のように本論文は，スーパーキャビティの光子蓄積を行い， コンプトン散乱光の増倍を実験的に検証し，この
応用としての巨大核共鳴を利用した核変換による高レベル放射性廃棄物の消滅処理についての検討を行い，多・くの新
しい知見を得ている。レーザー工学，原子力工学の発展に寄与するところが大きいので，本論文は博士論文として価
値あるものと認める。
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